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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】サーバーが不良状態になった場合、画像の転送
先をサーバーから外部メモリに自動で変更することによ
り、画像を自動で内部メモリから外部メモリへ転送する
ことが可能な画像処理装置、画像処理プログラムおよび
画像処理方法を提供する。
【解決手段】取得したデータを外部に設けられたサーバ
ー２に通信するための画像処理装置１において、前記サ
ーバー２への前記データの通信可否を判定し、通信不可
と判定された場合に、前記第１のメモリ１０１に一時的
に格納された前記データを外部の第２のメモリ１０４へ
転送する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取得したデータを外部に設けられたサーバーに通信するための画像処理装置であって、
　前記データを一時的に格納する第１のメモリと、
　前記サーバーへの前記データの通信可否を判定する通信状態判定部と、
　前記通信状態判定部によって通信不可と判定された場合に、前記第１のメモリに格納さ
れた前記データを外部の第２のメモリへ転送する転送制御部と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記転送制御部は、前記通信状態判定部によって通信不可状態から通信可能状態に移行
したと判定された場合、前記第２のメモリに格納された前記データを前記サーバーへ転送
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理装置は、内視鏡に設けられた撮像部から取得した撮像信号に基づいて、前
記データとしての内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサである、ことを特徴とする請求
項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理装置への前記第２のメモリの接続を検出する検出部、
　を更に備え、
　前記転送制御部は、前記検出部によって前記第２のメモリが前記画像処理装置へ接続さ
れたことが検出された場合、前記第１のメモリに格納された前記データを前記第２のメモ
リへ転送することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記転送制御部は、前記第１のメモリに格納された前記データを前記第２のメモリへ転
送した後、前記第１のメモリに格納された前記データを削除する、ことを特徴とする請求
項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　取得したデータを外部に設けられたサーバーに通信するための画像処理装置のコンピュ
ータを、
　前記サーバーへの前記データの通信可否を判定する通信状態判定手段、
　前記通信状態判定手段によって通信不可と判定された場合に、前記第１のメモリに一時
的に格納された前記データを外部の第２のメモリへ転送する転送制御手段、
　として機能させるための報知処理プログラム。
【請求項７】
　取得したデータを外部に設けられたサーバーに通信するための画像処理装置において実
行される画像処理方法であって、
　前記サーバーへの前記データの通信可否を判定し、
　通信不可と判定された場合に、前記第１のメモリに一時的に格納された前記データを外
部の第２のメモリへ転送する、
　ことを特徴とする画像処理方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置で撮像して得られた画像等のデータを処理する画像処理装置、画
像処理プログラムおよび画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡装置は、医療分野において広く利用されている。内視鏡装置は、細長い挿
入部を被検体内に挿入することによって被検体内を観察する。
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【０００３】
　内視鏡ビデオプロセッサ等の画像処理装置は、内視鏡装置で撮像した画像等のデータを
処理する。画像処理装置には、内視鏡装置による施術の後に特定部位の画像を確認するた
めに、ユーザーが操作スイッチをレリーズ実行することにより指定された特定部位の画像
をサーバーに保存するレリーズ機能がある。この場合、画像処理装置は、撮像した画像を
一旦内部メモリに保存した後にサーバーに転送する。そして、サーバーでの保存が完了す
ると、内部メモリに保存された画像が論理的に削除され、空き領域となる。
【０００４】
　画像を転送する際に転送先の転送状態を取得して転送制御を行う技術が開示されている
（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２７４５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述のような従来の技術では、サーバーが不良状態になった場合、内部
メモリの画像がサーバーに転送できなくなり、内部メモリが未転送画像で一杯になってし
まうことがある。サーバーの不良状態とは、例えば、ネットワークやサーバーの通信負荷
が高く、転送速度が一定の速度以下になっている状態、またはネットワークやサーバーで
何らかの不具合が起きて、サーバーが切断されている状態になった場合等である。
【０００７】
　内部メモリが一杯になってしまうと、レリーズが実行できないため、ユーザーは画像を
内部メモリから外部メモリに手動で退避させる必要がある。また、サーバーの回復後に外
部メモリに退避させたデータをサーバーに保存したい場合、ユーザーは手動で外部メモリ
のデータをサーバーに保存する必要がある。
【０００８】
　このように、サーバーが不良状態になったことにより内部メモリが一杯になってしまう
と、ユーザーが画像の格納先を選択および指示する必要が生じ、ユーザービリティーを低
下させてしまう、という問題点があった。
【０００９】
　本発明は、前述のような実状に鑑みたものであり、サーバーが不良状態になった場合、
画像の転送先をサーバーから外部メモリに自動で変更することにより、画像を自動で内部
メモリから外部メモリへ転送することが可能な画像処理装置、画像処理プログラムおよび
画像処理方法を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、サーバーが不良状態から復帰した場合、外部メモリに退避した画像を自動でサー
バーへ転送するとともに、転送先を外部メモリからサーバーに自動で戻すことが可能な画
像処理装置、画像処理プログラムおよび画像処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、上記課題を解決するため、下記のような構成を採用した。
　すなわち、本発明の一態様によれば、本発明の画像処理装置は、取得したデータを外部
に設けられたサーバーに通信するための画像処理装置であって、前記データを一時的に格
納する第１のメモリと、前記サーバーへの前記データの通信可否を判定する通信状態判定
部と、前記通信状態判定部によって通信不可と判定された場合に、前記第１のメモリに格
納された前記データを外部の第２のメモリへ転送する転送制御部と、を備えたことを特徴
とする。
【００１２】
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　また、本発明の画像処理装置は、前記転送制御部が、前記通信状態判定部によって通信
不可状態から通信可能状態に移行したと判定された場合、前記第２のメモリに格納された
前記データを前記サーバーへ転送することが望ましい。
【００１３】
　また、本発明の画像処理装置は、前記画像処理装置が、内視鏡に設けられた撮像部から
取得した撮像信号に基づいて、前記データとしての内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッ
サであることが望ましい。
【００１４】
　また、本発明の画像処理装置は、前記画像処理装置への前記第２のメモリの接続を検出
する検出部を更に備え、前記転送制御部が、前記検出部によって前記第２のメモリが前記
画像処理装置へ接続されたことが検出された場合、前記第１のメモリに格納された前記デ
ータを前記第２のメモリへ転送することが望ましい。
【００１５】
　また、本発明の画像処理装置は、前記転送制御部が、前記第１のメモリに格納された前
記データを前記第２のメモリへ転送した後、前記第１のメモリに格納された前記データを
削除することが望ましい。
【００１６】
　また、本発明の一態様によれば、本発明の画像処理プログラムは、取得したデータを外
部に設けられたサーバーに通信するための画像処理装置のコンピュータを、前記サーバー
への前記データの通信可否を判定する通信状態判定手段、前記通信状態判定手段によって
通信不可と判定された場合に、前記第１のメモリに一時的に格納された前記データを外部
の第２のメモリへ転送する転送制御手段として機能させるための報知処理プログラムであ
る。
【００１７】
　また、本発明の一態様によれば、本発明の画像処理方法は、取得したデータを外部に設
けられたサーバーに通信するための画像処理装置において実行される画像処理方法であっ
て、前記サーバーへの前記データの通信可否を判定し、通信不可と判定された場合に、前
記第１のメモリに一時的に格納された前記データを外部の第２のメモリへ転送することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、サーバーが不良状態になった場合であっても、画像は自動で外部メモ
リに退避されるので、ユーザーが手動で退避させる必要がなくなる。
【００１９】
　また、サーバーが不良状態から復帰した場合、外部メモリに退避した画像は自動でサー
バーに転送されるので、ユーザーが手動で保存する必要がなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施の形態における内視鏡システムの概要を説明するための図である。
【図２】実施の形態における画像処理装置のハードウェア構成図である。
【図３】実施の形態における画像処理装置の機能ブロック図である。
【図４】実施の形態における第１の画像処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】内視鏡システムの動作を説明するための図（その１）である。
【図６】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その１）である。
【図７】実施の形態における第２の画像処理の流れを示すフローチャートである。
【図８】内視鏡システムの動作を説明するための図（その２）である。
【図９】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その２）である。
【図１０】内視鏡システムの動作を説明するための図（その３）である。
【図１１】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その３）である。
【図１２】実施の形態における第３の画像処理の流れを示すフローチャートである。
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【図１３】内視鏡システムの動作を説明するための図（その４）である。
【図１４】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その４）である。
【図１５】内視鏡システムの動作を説明するための図（その５）である。
【図１６】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その５）である。
【図１７】実施の形態における第４の画像処理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】内視鏡システムの動作を説明するための図（その６）である。
【図１９】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その６）である。
【図２０】内視鏡システムの動作を説明するための図（その７）である。
【図２１】内視鏡システム内の画像データの挙動を説明するための図（その７）である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１は、実施の形態における内視鏡システムの概要を説明するための図である。
【００２２】
　図１において、内視鏡システム１０は、内視鏡プロセッサ１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄとサ
ーバー２とが接続可能に構成されている。内視鏡プロセッサ１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄは、
例えば、画像、静止画、動画、ログデータ、設定データ等の取得したデータを外部に設け
られたサーバー２に通信するための画像処理装置である。以下、内視鏡プロセッサ１Ａ、
１Ｂ、１Ｃ、１Ｄを内視鏡プロセッサ１と称する。
【００２３】
　図２は、実施の形態における画像処理装置のハードウェア構成図である。
　図２において、内視鏡システム１０は、画像処理装置である内視鏡プロセッサ１、サー
バー２および内視鏡４を備え、内視鏡４によって撮像して得られた被検体の観察画像を、
内視鏡プロセッサ１で画像処理してモニター６に出力する。また、観察画像は、サーバー
２にも送信される。
【００２４】
　内視鏡４は、アナログ信号処理部４１、スコープ制御部４２、スコープ内記憶部４３、
光学系４４および撮像素子４５を備え、被検体を観察するために用いられる。
【００２５】
　光学系４４および撮像素子４５は、内視鏡４の挿入部の先端に設けられ、被検体の観察
部位の画像を撮影する。
【００２６】
　アナログ信号処理部４１は、撮像素子４５によって撮影して得られた画像に対して公知
のアナログ信号処理を施し、画像信号を内視鏡プロセッサ１へと出力する。
【００２７】
　スコープ制御部４２は、例えば、撮像素子４５であるＣＣＤ（Charge Coupled Device
）の画素数やアナログ信号処理部４１における処理に必要な情報を用いて、内視鏡４の各
部の制御を行う。
【００２８】
　スコープ内記憶部４３は、内視鏡４の各部の制御に必要な情報を記憶している。例えば
、スコープ内記憶部４３は、内視鏡４と接続される内視鏡プロセッサ１が内視鏡４の制御
等に用いるソフトウェアや各種設定値等の情報も記憶している。
【００２９】
　内視鏡プロセッサ１は、内視鏡４と接続され、内視鏡４における制御や、内視鏡４のア
ナログ信号処理部４１から入力された画像の処理を行う。内視鏡プロセッサ１は、光源制
御部１１、内部メモリ１２、画像処理部１６、制御部１７、通信インタフェース部１８、
入出力部１９、パネルコントローラ２０およびフロントパネル２１を備える。
【００３０】
　光源制御部１１は、不図示の光源装置から供給されて観察部位に照射される光に関して
、各種の制御を行う。例えば、内視鏡４からの映像信号のレベルに応じて、光源装置が出
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力する光量を調整する。
【００３１】
　画像処理部１６は、内視鏡４の先端部に設けられている光学系４４及び撮像素子４５に
より撮影された観察部位の画像に対して各種の画像処理を実施し、得られた画像をモニタ
ー６に出力する。
【００３２】
　通信インタフェース部１８は、外部記憶装置であるサーバー２との間の通信インタフェ
ースである。通信インタフェース部１８は、モニター６に出力して表示する観察画像をサ
ーバー２に格納する。
【００３３】
　入出力部１９は、内視鏡プロセッサ１に接続される各種入力手段との入力インタフェー
スである。入力手段としては、例えば、キーボード７、マウス８、フットスイッチ９があ
る。入出力部１９は、キーボード７等の入力手段を介してユーザーが入力した情報を制御
部１７に通知する。
【００３４】
　また、内視鏡プロセッサ１は、キーボード７、マウス８およびフットスイッチ９以外の
入力手段として、フロントパネル２１を備える。パネルコントローラ２０は、フロントパ
ネル２１を介してユーザーが行った操作を検知して、制御部１７に通知を行う。
【００３５】
　制御部１７は、内視鏡４の制御や内視鏡プロセッサ１を構成する上述の各部の制御を行
う。
【００３６】
　また、内視鏡プロセッサ１は、外部メモリ３０を装着可能に構成されている。外部メモ
リ３０は、例えば、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリカード、ＳＤ／マイクロＳＤ
メモリカード、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、光磁気ディスクなどの可搬記録媒体を用いる。内
視鏡プロセッサ１は、内部メモリ１２に記憶する画像等のデータを外部メモリ３０に書き
込むことができる。
【００３７】
　図３は、実施の形態における画像処理装置の機能ブロック図である。
　図３において、内視鏡プロセッサ１は、内視鏡４に設けられた撮像部から取得した撮像
信号に基づいて、例えば、データとしての内視鏡画像を生成する画像処理装置である。内
視鏡プロセッサ１は、第１のメモリ１０１、通信状態判定部１０２および転送制御部１０
３を備える。また、内視鏡プロセッサ１は、更に検出部１０５を備える。内視鏡プロセッ
サ１は、図２を用いて説明した制御部１７が後述する画像処理を実行することにより、図
３に示した機能ブロックで示される画像処理機能を実現する。
【００３８】
　内視鏡プロセッサ１は、内視鏡４によって撮像して得られた被検体の動画像や静止画像
等の観察画像、ログデータ、設定データ等の各種データを、外部に設けられたサーバー２
に通信する。
【００３９】
　第１のメモリ１０１は、上述の各種データを一時的に格納する。図２を用いて説明した
内部メモリ１２に相当する。
【００４０】
　通信状態判定部１０２は、内視鏡プロセッサ１からサーバー２へのデータの通信が可能
か否かを判定する。通信が可能か否かの判断基準としては、例えば、（１）内視鏡プロセ
ッサ１とサーバー２との通信速度が所定の速度以下の場合、（２）内視鏡プロセッサ１か
らサーバー２へのデータの通信が実際に失敗した場合、（３）内視鏡プロセッサ１とサー
バー２とが切断状態である場合、等が想定される。（２）内視鏡プロセッサ１からサーバ
ー２へのデータの通信が実際に失敗した場合とは、例えば、サーバー２からの確認応答（
ＡＣＫ信号）が返らずにタイムアウトした場合、または、サーバー２から否定的確認応答
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（ＮＡＣＫ信号）が返ってきた場合がある。また、（３）内視鏡プロセッサ１とサーバー
２とが切断状態である場合とは、内視鏡プロセッサ１とサーバー２と接続するケーブルが
接続されていない場合、または内視鏡プロセッサ１とサーバー２と間の通信プロトコルが
接続状態でない場合がある。
【００４１】
　転送制御部１０３は、通信状態判定部１０２によって通信が不可能であると判定された
場合に、第１のメモリに格納されたデータを外部の第２のメモリ１０４へ転送する。第２
のメモリ１０４は、図２を用いて説明したＵＳＢメモリカード等の外部メモリ３０に相当
する。そして、転送制御部１０３は、第１のメモリに格納されたデータを外部の第２のメ
モリへ転送した後に、第１のメモリに格納されたデータを削除する。
【００４２】
　また、転送制御部１０３は、通信状態判定部１０２によって通信が不可能な状態から、
通信が可能な状態に移行したと判定された場合、第２のメモリに格納されたデータをサー
バー２へ転送する。
【００４３】
　検出部１０５は、内視鏡プロセッサ１へ第２のメモリ１０４が接続したか否かを検出す
る。例えば、第２のメモリ１０４であるＵＳＢメモリカードのオス側コネクタが、内視鏡
プロセッサ１のメス側コネクタに接続されたか否かを検出する。
【００４４】
　転送制御部１０３は、検出部１０５によって第２のメモリが内視鏡プロセッサ１へ接続
されたことが検出された場合、第１のメモリに格納されたデータを第２のメモリへ転送す
る。
【００４５】
　本実施の形態における画像処理は、図４、図７、図１２および図１７のフローチャート
で実現される機能を搭載した第１乃至第４の画像処理プログラムを、制御部１７が並行し
て実行することで実現される。
【００４６】
　図４は、実施の形態における第１の画像処理の流れを示すフローチャートである。図５
は、内視鏡システムの動作を説明するための図（その１）である。図６は、内視鏡システ
ム内の画像データの挙動を説明するための図（その１）である。
【００４７】
　図４に示した第１の画像処理は、ステップＳ４０１およびステップＳ４０２を繰返し実
行する。図４のフローチャートで実現される第１の画像処理プログラムは、画像を内部メ
モリ１２に格納する処理を実現する。
【００４８】
　制御部１７は、ステップＳ４０１において、例えば、ユーザーが内視鏡４の操作スイッ
チを操作することによりレリーズを実行する。
【００４９】
　制御部１７は、ステップＳ４０２において、ステップＳ４０１のレリーズ実行により撮
影された観察画像（図５および図６に例示した画像Ａ）を、図５および図６に示すように
内部メモリ１２（第１のメモリ１０１）に格納する。観察画像（画像Ａ）は、内部メモリ
１２に格納されたままの状態であり、サーバー２には転送されていない（未転送である）
。
【００５０】
　また、制御部１７は、ステップＳ４０１において、例えば、ユーザーが内視鏡４の録画
スイッチを操作することにより録画を実行する。
【００５１】
　制御部１７は、ステップＳ４０２において、ステップＳ４０１の録画実行により撮影さ
れた観察画像（図５および図６に例示した画像Ｂ）を、図５および図６に示すように内部
メモリ１２（第１のメモリ１０１）に格納する。観察画像（画像Ｂ）は、内部メモリ１２
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に格納されたままの状態であり、サーバー２には転送されていない（未転送である）。
【００５２】
　図７は、実施の形態における第２の画像処理の流れを示すフローチャートである。図８
は、内視鏡システムの動作を説明するための図（その２）である。図９は、内視鏡システ
ム内の画像データの挙動を説明するための図（その２）である。図１０は、内視鏡システ
ムの動作を説明するための図（その３）である。図１１は、内視鏡システム内の画像デー
タの挙動を説明するための図（その３）である。
【００５３】
　図７に示した第２の画像処理は、ステップＳ７０１乃至ステップＳ７０８を繰返し実行
する。図７のフローチャートで実現される第２の画像処理プログラムは、内部メモリ１２
に格納された画像をサーバー２または外部メモリ３０に転送する処理を実現する。
【００５４】
　制御部１７は、ステップＳ７０１において、内部メモリ１２に未転送画像が格納されて
いるか否かを判断する。
【００５５】
　格納されていると判断された場合（ステップＳ７０１：Ｙｅｓ）、制御部１７は、ステ
ップＳ７０２において、内部メモリ１２に格納されている未転送画像をサーバー２に転送
する。例えば、内部メモリ１２に格納されていた未転送画像（画像Ａ）を、図８および図
９に示すようにサーバー２に複製する。
【００５６】
　制御部１７は、ステップＳ７０３において、ステップＳ７０２で実行したサーバー２へ
の未転送画像の転送が成功したか否かを判断する。
【００５７】
　サーバー２への未転送画像の転送が成功したと判断された場合（ステップＳ７０３：Ｙ
ｅｓ）、例えば、サーバー２からの確認応答（ＡＣＫ信号）が返ってきた場合に、制御部
１７は、ステップＳ７０４において、転送に成功した画像（画像Ａ）を、図８および図９
に示すように転送済画像とする。
【００５８】
　他方、ステップＳ７０３で、サーバー２への未転送画像の転送が成功しなかったと判断
された場合（ステップＳ７０３：Ｎｏ）、例えば、サーバー２からの否定的確認応答（Ｎ
ＡＣＫ信号）が返ってきた場合に、制御部１７は、ステップＳ７０５において、未転送画
像を外部メモリ３０（第２のメモリ１０４）に退避する。例えば、内部メモリ１２に格納
されていた未転送画像（画像Ａ）を、外部メモリ３０（第２のメモリ１０４）に複製した
後に内部メモリ１２から削除する（図１０および図１１に例示した画像Ａ）。
【００５９】
　このように、サーバー２との通信が不良状態になった場合であっても、画像の転送先を
サーバー２から外部メモリ３０に自動で変更することにより、画像を自動で内部メモリ１
２から外部メモリ３０へ退避させておくことができる。
【００６０】
　制御部１７は、ステップＳ７０６において、外部メモリ３０への退避が成功したか否か
を判断する。
【００６１】
　退避が成功したと判断された場合（ステップＳ７０６：Ｙｅｓ）、制御部１７は、ステ
ップＳ７０７において、図１０および図１１に示すように、退避が成功した画像（画像Ａ
）を退避済画像とする。なお、外部メモリ３０へ画像を退避した後は、図１２を用いて後
述するように、退避した画像（画像Ａ）は内部メモリ１２から削除される（図１０および
図１１）。
【００６２】
　他方、退避が成功しなかったと判断された場合（ステップＳ７０６：Ｎｏ）、制御部１
７は、ステップＳ７０８において、未転送画像を内部メモリ１２に格納したままとする。
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【００６３】
　図１２は、実施の形態における第３の画像処理の流れを示すフローチャートである。図
１３は、内視鏡システムの動作を説明するための図（その４）である。図１４は、内視鏡
システム内の画像データの挙動を説明するための図（その４）である。図１５は、内視鏡
システムの動作を説明するための図（その５）である。図１６は、内視鏡システム内の画
像データの挙動を説明するための図（その５）である。
【００６４】
　図１２に示した第３の画像処理は、ステップＳ１２０１を繰返し実行する。図１２のフ
ローチャートで実現される第３の画像処理プログラムは、サーバー２に転送済みの画像を
内部メモリ１２および外部メモリ３０から削除する処理を実現する。
【００６５】
　制御部１７は、ステップＳ１２０１において、例えば、図７を用いて上述したように、
サーバー２に画像を転送した場合には、図１３および図１４に示すように、転送済みの画
像を内部メモリ１２から削除する処理を実行する。外部メモリ３０へ画像を退避した後も
、退避した画像（画像Ａ）は内部メモリ１２から削除される（図１０および図１１）。ま
た、図１７を用いて後述するように、通信が不可状態から可能状態に移行した後に、外部
メモリ３０に画像を退避させていた画像をサーバー２に転送した場合には、図１５および
図１６に示すように、退避前の内部メモリ１２の画像、および、外部メモリ３０に退避さ
せていた画像を削除する処理を実行する。
【００６６】
　図１７は、実施の形態における第４の画像処理の流れを示すフローチャートである。図
１８は、内視鏡システムの動作を説明するための図（その６）である。図１９は、内視鏡
システム内の画像データの挙動を説明するための図（その６）である。図２０は、内視鏡
システムの動作を説明するための図（その７）である。図２１は、内視鏡システム内の画
像データの挙動を説明するための図（その７）である。
【００６７】
　図１７に示した第４の画像処理は、ステップＳ１７０１乃至ステップＳ１７０５を繰返
し実行する。図１７のフローチャートで実現される第４の画像処理プログラムは、通信が
不可状態から可能状態に移行した後に、外部メモリ３０に画像を退避させていた画像をサ
ーバー２に転送る処理を実現する。
【００６８】
　制御部１７は、ステップＳ１７０１において、外部メモリ３０に退避させた退避済画像
が格納されているか否かを判断する。
【００６９】
　格納されていると判断された場合（ステップＳ１７０１：Ｙｅｓ）、制御部１７は、ス
テップＳ１７０２において、外部メモリ３０に退避させた退避済画像をサーバー２に転送
する。例えば、外部メモリ３０に退避させた退避済画像（画像Ａ）を、図１８および図１
９に示すようにサーバー２に複製する。
【００７０】
　制御部１７は、ステップＳ１７０３において、ステップＳ１７０２で実行したサーバー
２への退避済画像の転送が成功したか否かを判断する。
【００７１】
　サーバー２への退避済画像の転送が成功したと判断された場合（ステップＳ１７０３：
Ｙｅｓ）、例えば、サーバー２からの確認応答（ＡＣＫ信号）が返ってきた場合に、制御
部１７は、ステップＳ１７０４において、転送に成功した画像（画像Ａ）を、図１８およ
び図１９に示すように転送済画像とする。
【００７２】
　このように、サーバー２との通信が不良状態から復帰した場合、外部メモリ３０に退避
した画像を自動でサーバー２へ転送することができる。
【００７３】
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　他方、ステップＳ１７０３で、サーバー２への退避済画像の転送が成功しなかったと判
断された場合（ステップＳ１７０３：Ｎｏ）、例えば、サーバー２からの否定的確認応答
（ＮＡＣＫ信号）が返ってきた場合に、制御部１７は、ステップＳ１７０５において、図
２０および図２１に示すように、退避済画像を外部メモリ３０（第２のメモリ１０４）に
格納したままにする。
【００７４】
　以上、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら説明してきたが、本発明が適用され
る画像処理装置は、前述の実施の形態に限定されない。
【００７５】
　前述してきた本発明の実施の形態は、画像処理装置の一機能としてハードウェアまたは
ＤＳＰ（Digital Signal Processor）ボードやＣＰＵボードでのファームウェアもしくは
ソフトウェアにより実現することができる。
【００７６】
　また、本発明が適用される画像処理装置は、その機能が実行されるのであれば、前述の
実施の形態に限定されることなく、単体の装置であっても、複数の装置からなるシステム
あるいは統合装置であっても、ＬＡＮ、ＷＡＮ等のネットワークを介して処理が行なわれ
るシステムであってもよいことは言うまでもない。
【００７７】
　また、バスに接続されたＣＰＵ、ＲＯＭやＲＡＭのメモリ、入力装置、出力装置、外部
記録装置、媒体駆動装置、ネットワーク接続装置で構成されるシステムでも実現できる。
すなわち、前述してきた実施の形態のシステムを実現するソフトェアのプログラムを記録
したＲＯＭやＲＡＭのメモリ、外部記録装置、可搬記録媒体を、画像処理装置に供給し、
その画像処理装置のコンピュータがプログラムを読み出し実行することによっても、達成
されることは言うまでもない。
【００７８】
　この場合、可搬記録媒体等から読み出されたプログラム自体が本発明の新規な機能を実
現することになり、そのプログラムを記録した可搬記録媒体等は本発明を構成することに
なる。
【００７９】
　プログラムを供給するための可搬記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、
ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭカード、電子メール
やパソコン通信等のネットワーク接続装置（言い換えれば、通信回線）を介して記録した
種々の記録媒体などを用いることができる。
【００８０】
　また、コンピュータ（情報処理装置）がメモリ上に読み出したプログラムを実行するこ
とによって、前述した実施の形態の機能が実現される他、そのプログラムの指示に基づき
、コンピュータ上で稼動しているＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行ない、その
処理によっても前述した実施の形態の機能が実現される。
【００８１】
　さらに、可搬型記録媒体から読み出されたプログラムやプログラム（データ）提供者か
ら提供されたプログラム（データ）が、コンピュータに挿入された機能拡張ボードやコン
ピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、そのプログラ
ムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の
処理の一部または全部を行ない、その処理によっても前述した実施の形態の機能が実現さ
れ得る。
【００８２】
　すなわち、本発明は、以上に述べた実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要
旨を逸脱しない範囲内で種々の構成または形状を取ることができる。
【符号の説明】
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【００８３】
　　１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ　内視鏡プロセッサ
　　２　　　　サーバー
　　４　　　　内視鏡
　　６　　　　モニター
　　７　　　　キーボード
　　８　　　　マウス
　　９　　　　フットスイッチ
　　１０　　　内視鏡システム
　　１１　　　光源制御部
　　１２　　　内部メモリ
　　１６　　　画像処理部
　　１７　　　制御部
　　１８　　　通信インタフェース部
　　１９　　　入出力部
　　２０　　　パネルコントローラ
　　３０　　　外部メモリ
　　２１　　　フロントパネル
　　４１　　　アナログ信号処理部
　　４２　　　スコープ制御部
　　４３　　　スコープ内記憶部
　　４４　　　光学系
　　４５　　　撮像素子（ＣＣＤ）
　　１０１　　第１のメモリ
　　１０２　　通信状態判定部
　　１０３　　転送制御部
　　１０４　　第２のメモリ
　　１０５　　検出部
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